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交流自治体

真っ白な雪原にカラフルな熱気球がいくつも浮かぶ、冬の
風物詩。その数なんと約40機。初日の夜に行われる、気球
と約300発の花火の共演は見ごたえたっぷり！
地元の方によると、早めに来て熱気球の立ち上げの様子
や、競技フライトのパイロットがターゲットを目指してマー
カーを投げる様子を見るのも面白かったりするそうです。
会場では地元の美味しいものを集めたうまいもの広場やス
ノートレイン、スノーチューブなどの体験のほか、熱気球試
乗体験（要申込）など色々なコンテンツが楽しめます。
※�イベント内容は予定となります。詳細は小千谷市HPでご確認くだ
さい。 ユネスコ無形文化遺産に登録されている「小千谷縮」。生

地を雪上に敷いて日光にさらすことで、色をより鮮やかにす
る昔ながらの作業工程です。これも会場で見てみましょう。

問小千谷市観光交流課
　�電話番号　0258-83-3512
�　開庁時間　平日8:30～17:15
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「てくてく」は年2回発行。次回は2023年7月発行予定です。また区立施設窓口、駅広報スタンドなどでご覧いただけます。


